

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が幾何か反映して ではないだろうか。下田歌子の郷里岩村は、遠江、尾張、信濃三国と美濃を結ぶ街道の結節点に位置していたのである。では 同じ美濃国の野上などの記述が取り上げられなかったのはなぜかという疑問を挟まれるかもしれない 野上は「野上といふ所に着きぬ。そこに遊女ども出で来て 夜一夜歌うたふにも、足柄なりし思ひ出でられて、あ れに恋しきことか
ぎ
り
な
し。
」
と
あ
る
よ
う
に、
遊
女
が
描
か
れ
て
い
る
の
で、
教
科
書
の
採
録
に
は
適
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
『
更
級
日
記
』
に
対
す
る
時
代
を超えた着目も、このような郷里への思いに支えられていた部分が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
『
更
級
日
記
』
は
そ
の
表
題、
内
容
か
ら、下田歌子の琴線を刺激する のがあったと想定されるのである。
いずれにしても『和文教科書』において『更級日記』の全文が
久保貴子　　下田歌子の『和文教科書』考85
採
用
さ
れ、
そ
こ
に
頭
注（
頭
書
）
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は、
『
更
級
日
記』に対峙した女性による初めての試みであり、研究史においても特筆すべき重要事であった。今後さらに『和文教科書』全体を視野に収めながら、この書の考究を進めていきたいと願っている。
■注
1 
實
踐
女
子
學
園
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
、
学
校
法
人
実
践
女
子
学
園
、
平
成
十
三
年
三
月
。
2 
注
1に
同
じ
。
3 
学
祖
の
教
育
理
念
が
当
時
い
か
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
跡
見
学
園
の
母
体
で
あ
る
跡
見
学
校
（
跡
見
女
学
校
）
に
お
い
て
、
学
祖
跡
見
花
蹊
が
自
筆
の
手
本
に
よ
る
書
道
教
育
を
推
進
し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
植
田
恭
代
「『
源
氏
物
語
』
か
ら
み
る
跡
見
女
学
校
の
教
育―
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に―
」
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
　
第
三
十
七
号
、
平
成
十
六
年
三
月
）。
4 
伊
藤
鉄
也
「〈
河
内
本
群
〉
を
指
向
し
た
下
田
歌
子
の
校
訂
本
文―
『
源
氏
者
物
語
講
義
（
桐
壺
）』
の
検
討
を
通
し
て―
」、『
講
座
　
源
氏
物
語
研
究
　
第
七
巻
　
源
氏
物
語
の
本
文
』
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
年
二
月
。
5 
注
1に
同
じ
。
6 
注
1に
同
じ
。
7 
育
英
書
院
、
大
正
十
四
年
五
月
。
8 
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
。
9 
冨
山
房
、
明
治
三
十
七
年
五
月
。
（くぼ・たかこ／実践女子学園下田歌子研究所研究員）
